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本研究は、北ユーラシアをフィールドとして、水蒸気トレー
サーモデル、陸域生態系モデル、凍土モデル、河川モデルを統
合した、国際的にも他に例を見ない意欲的な統合モデルを独
自に開発・改良して、北極海海氷縮小による北ユーラシアの
大気－陸域水循環の変動と植生や積雪との関係を解明しよう
とするものである。 
本研究は、地球温暖化において重要な地域を対象としてお

り、明確な学術的問いに基づいた独創的なものである。北極
域の海洋・大気・陸域を統合した、意欲的でよく準備された研
究提案であり、国際的貢献も大きい。北ユーラシア凍土域の
湛水域時系列マップと植生変化時系列マップの作成及びこれ
らマップの世界への公開が実現すれば、温暖化による環境変
動予測に大きく貢献すると期待できる。 
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